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(57)【要約】
導電性材料の外層で覆われた誘電材料のブロックを備え
る誘電体導波管フィルタを提供する。複数の積層共振器
は、誘電材料のブロック内の１つまたは複数のスロット
、および積層共振器を分離する導電性材料の内層により
、誘電材料のブロック内に画定される。導電性材料の内
層内の第１および第２のＲＦ信号伝送ウィンドウは、積
層共振器の間に直接結合および交差結合のＲＦ信号伝送
の両方を提供する。一実施形態では、導波管フィルタは
、それぞれが導電性材料の外層で覆われた誘電材料の分
離したブロックからなり、それぞれは、複数の共振器を
画定し、積層された関係で一緒に結合された、１つまた
は複数のスロットを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　誘電体導波管フィルタであって、
　導電性材料の外層で覆われた複数の外面を含む誘電材料のブロックと、
　複数の積層共振器であって、前記誘電材料のブロックの中に延在する１つまたは複数の
スロットおよび前記複数の積層共振器を分離する導電性材料の内層により、前記誘電材料
のブロック内に画定された、複数の積層共振器と、
　前記誘電材料のブロック上に画定された少なくとも第１のＲＦ信号入力／出力電極と、
　前記導電性材料の内層内に画定され、前記複数の積層共振器間にＲＦ信号を伝送するた
めの直通経路を画定する、第１のＲＦ信号伝送ウィンドウと
を備える、誘電体導波管フィルタ。
【請求項２】
　少なくとも第１および第２のスロットが、前記誘電材料の前記ブロックの１つまたは複
数の前記外面の中に延在し、前記誘電材料のブロックを少なくとも第１および第２の積層
共振器ならびに第３および第４の積層共振器に分離し、前記第１のＲＦ信号伝送ウィンド
ウが、前記第１の積層共振器と前記第２の積層共振器との間の前記導電性材料の内層内に
画定され、第２のＲＦ信号伝送ウィンドウが、前記導電性材料の内層内に画定され、前記
第３の積層共振器と前記第４の積層共振器との間に前記ＲＦ信号を伝送するための間接経
路を画定する、請求項１に記載の誘電体導波管フィルタ。
【請求項３】
　前記誘電体導波管フィルタを通る前記ＲＦ信号を伝送するための概ね長円形状の直接経
路を画定する前記第１のＲＦ信号入力／出力電極に対する関係で、前記誘電材料のブロッ
ク内に画定された第２のＲＦ信号入力／出力電極をさらに備える、請求項２に記載の誘電
体導波管フィルタ。
【請求項４】
　前記誘電材料のブロックが長手軸を画定し、前記第１および第２のＲＦ信号入力／出力
電極が、前記誘電材料のブロックを通って延在するそれぞれの第１および第２の貫通孔に
よって画定され、前記第１および第２のスロットならびに前記第１および第２の貫通孔が
、前記長手軸の方向に対して横方向に延在し、前記第１および第２の貫通孔が、前記導電
性材料の内層の対向する側面上に正反対の方向に同一線上の関係で配置される、請求項３
に記載の誘電体導波管フィルタ。
【請求項５】
　前記誘電材料のブロックが、誘電材料の第１および第２の分離したブロックからなり、
それぞれが、導電性材料の外層で覆われた複数の外面を含み、誘電材料の前記第１および
第２の分離したブロックが互いに積層される際に前記導電性材料の内層を画定し、前記第
１のスロットが、前記誘電材料の第１のブロック内に画定され、前記誘電材料の第１のブ
ロックを前記第１および第３の共振器に分離し、前記第２のスロットが、前記誘電材料の
第２のブロック内に画定され、前記誘電材料の第２のブロックを前記第２および第４の共
振器に分離し、前記それぞれの第１および第２のＲＦ信号伝送ウィンドウが、前記誘電材
料の第１および第２のブロックのそれぞれの前記外面を覆う、前記導電性材料の層内のそ
れぞれのウィンドウによって画定される、請求項２に記載の誘電体導波管フィルタ。
【請求項６】
誘電体導波管フィルタであって、
　誘電材料の第１のブロックであって、導電性材料の層で覆われた複数の外面、ならびに
１つまたは複数の前記外面の中に延在し、前記誘電材料の第１のブロックを少なくとも第
１および第２の共振器に分離する、少なくとも第１のスロットを含む、誘電材料の第１の
ブロックと、
　前記誘電材料の第１のブロックの一端に画定された第１のＲＦ信号入力／出力電極と、
　誘電材料の第２のブロックであって、導電性材料の層で覆われた複数の外面、ならびに
１つまたは複数の前記外面の中に延在し、前記誘電材料の第２のブロックを少なくとも第
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３および第４の共振器に分離する、少なくとも第２のスロットを含み、前記誘電材料の第
２のブロックが、前記第１および第４の共振器が互いに積層され、前記第２および第３の
共振器が互いに積層され、第１の概ね長円形状のＲＦ信号の直接の伝送経路が、前記導波
管フィルタを介して画定される関係で、前記誘電材料の第１のブロックに積層される、誘
電材料の第２のブロックと
を備える、誘電体導波管フィルタ。
【請求項７】
　前記第１の直接ＲＦ信号伝送経路が、前記第２の積層共振器と前記第３の積層共振器と
の間に配置された第１のＲＦ信号伝送ウィンドウにより部分的に画定される、請求項６に
記載の誘電体導波管フィルタ。
【請求項８】
　前記第１の直接ＲＦ信号伝送ウィンドウが、前記誘電材料のそれぞれの第１および第２
のブロックの前記外面を覆う、前記導電性材料の層内のそれぞれの第１および第２のウィ
ンドウによって画定される、請求項７に記載の誘電体導波管フィルタ。
【請求項９】
　前記第１の共振器と前記第４の共振器との間に前記ＲＦ信号を伝送するための間接経路
を提供するために、前記第１の積層共振器と前記第４の積層共振器との間に配置された第
２のＲＦ信号伝送ウィンドウをさらに備える、請求項８に記載の誘電体導波管フィルタ。
【請求項１０】
　前記第２のＲＦ信号伝送ウィンドウが、前記誘電材料のそれぞれの第１および第２のブ
ロックの前記外面を覆う、前記導電性材料の層内のそれぞれの第３および第４のウィンド
ウによって画定される、請求項９に記載の誘電体導波管フィルタ。
【請求項１１】
　前記誘電材料の第２のブロックの一端に画定され、前記誘電材料の第１のブロックの前
記一端に画定された前記第１のＲＦ信号入力／出力電極に正反対の方向の関係で位置付け
られた、第２のＲＦ信号入力／出力電極をさらに備え、前記第１および第２のＲＦ信号入
力／出力電極が、前記誘電材料のそれぞれの第１および第２のブロックを通って延在する
、それぞれの第１および第２の貫通孔によって画定される、請求項１０に記載の誘電体導
波管フィルタ。
【請求項１２】
　前記誘電材料の第１および第２のブロックの前記それぞれの一端に画定された、それぞ
れの第１および第２の段部をさらに備え、前記それぞれの第１および第２の貫通孔が、前
記それぞれの第１および第２の段部を通って延在する、請求項１１に記載の誘電体導波管
フィルタ。
【請求項１３】
　誘電体導波管フィルタであって、
　誘電材料の第１のブロックであって、第１の長手軸を画定し、導電性材料の層で覆われ
た複数の外面、前記誘電材料の第１のブロック内に画定され、前記第１の長手軸の方向と
反対の方向に延在し、前記誘電材料の第１のブロックを前記第１の長手軸に沿って延在す
る第１の複数の共振器に分離する、第１の複数のスロット、ならびに前記誘電材料の第１
のブロックの一端に画定された第１の段部を含む、誘電材料の第１のブロックと、
　前記誘電材料の第１のブロックの前記段部内に画定された第１のＲＦ信号入力／出力貫
通孔と、
　前記誘電性材料の第１のブロックに対して着座された誘電材料の第２のブロックであっ
て、前記誘電材料の第２のブロックが、第２の長手軸を画定し、導電性材料の層で覆われ
た複数の外面、前記誘電材料の第２のブロック内に画定され、前記第２の長手軸の方向と
反対の方向に延在し、前記誘電材料の第２のブロックを前記第２の長手軸に沿って延在す
る第２の複数の共振器に分離する、第２の複数のスロット、ならびに前記誘電材料の第２
のブロックの一端に画定された第２の段部を含む、誘電材料の第２のブロックと、
　前記誘電材料の第２のブロックの前記段部内に画定された第２のＲＦ信号入力／出力貫
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通孔と、
　前記第１および第２のＲＦ信号入力／出力貫通孔と前記誘電材料の第１および第２のブ
ロック内の前記複数の共振器の組合せによって画定された、第１の直接ＲＦ信号伝送経路
と
を備える、誘電体導波管フィルタ。
【請求項１４】
　前記第１の直接ＲＦ信号伝送経路が、前記誘電材料の第１のブロック内の前記第１の複
数の共振器の第１の共振器と、前記誘電材料の第２のブロック内の前記第２の複数の共振
器の第１の共振器との間に配置された、第１の直接ＲＦ信号伝送手段により部分的に画定
される、請求項１３に記載の誘電体導波管フィルタ。
【請求項１５】
　前記第１の直接ＲＦ信号伝送手段が、前記誘電材料のそれぞれの第１および第２のブロ
ックの前記外面を覆う、前記導電性材料の層内に画定されたそれぞれの第１および第２の
ウィンドウによって画定される、請求項１４に記載の誘電体導波管フィルタ。
【請求項１６】
　前記誘電材料の第１のブロック内の前記第１の複数の共振器の第２の共振器から、前記
誘電材料の第２のブロック内の前記第２の複数の共振器の第２の共振器に、前記ＲＦ信号
を前記伝送するための第１の間接結合経路を画定する、第１の間接ＲＦ信号伝送手段をさ
らに備える、請求項１５に記載の誘電体導波管フィルタ。
【請求項１７】
　前記第１の間接ＲＦ信号伝送線手段が、前記誘電材料のそれぞれの第１および第２のブ
ロックの前記複数の外面を覆う、前記導電性材料の層内に画定されたそれぞれの第３およ
び第４のウィンドウによって画定される、請求項１６に記載の誘電体導波管フィルタ。
【請求項１８】
　前記第１の直接ＲＦ信号伝送経路が、概ね長円形状である、請求項１７に記載の誘電体
導波管フィルタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願および同時係属出願の相互参照
　本出願は、２０１２年１１月２８日に出願された米国特許仮出願第６１／７３０，６１
５号の出願日および開示の利益を主張し、それらの内容全体が、本明細書に引用された参
考文献のすべてを参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　また本出願は、２０１１年５月９日に「帯域幅を調整するための構造および方法を有す
る誘電体導波管フィルタ」という名称で出願された米国特許出願第１３／１０３，７１２
号、２０１１年１２月３日に「直接結合および代替交差結合を有する誘電体導波管フィル
タ」と言う名称で出願された米国特許出願第１３／３７３，８６２号、ならびに２０１２
年８月２日に「調整された誘電体導波管フィルタおよび調整方法」という名称で出願され
た米国特許出願第１３／５６４，８２２号の出願日および開示の利益を主張し、本出願は
それらの一部継続出願であり、それらの内容全体が、本明細書に引用された参考文献のす
べてを参照により本明細書に組み込まれる。
【０００３】
　本発明は、一般に誘電体導波管フィルタに関し、より詳細には、直接結合および代替交
差結合を有する誘電体導波管フィルタに関する。
【背景技術】
【０００４】
　本発明は、Ｈｅｉｎｅらによる米国特許第５，９２６，０７９号に開示されたタイプの
誘電体導波管フィルタに関し、複数の共振器はモノブロックの長さに沿って長手方向に離
間され、また複数のスロット／ノッチは、モノブロックの長さに沿って長手方向に離間さ
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れ、複数の共振器間に複数の橋を画定し、これは複数の共振器間に直接誘導／容量結合を
提供する。
【０００５】
　Ｈｅｉｎｅらによる米国特許第５，９２６，０７９号に開示されたタイプの導波管フィ
ルタの減衰特性は、導波管フィルタの一端または両端に配置された追加の共振器の形でゼ
ロの組込みを通して増加されることが可能である。しかし追加の共振器の組込みに関連し
た不利益は、追加の共振器の組込みによりフィルタの長さも増加し、これは一部の適用で
は、例えば顧客のマザーボード上の空間制限に起因して望ましくないまたは可能でないこ
とがあるということである。
【０００６】
　またフィルタの減衰特性も、例えばＶａｎｇａｌａらによる米国特許第７，７１４，６
８０号に開示されたような共振器を直接結合および交差結合の両方によって増加されるこ
とが可能である。米国特許第７，７１４，６８０号は、各金属化パターンにより一部が生
成された共振器の誘導直接結合および四交差結合の両方を伴うモノブロックフィルタを開
示し、各金属化パターンは、フィルタの頂面上に画定され、共振器の貫通孔の選択された
貫通孔の間に延在して共振器の開示された直接結合および交差結合を提供する。
【０００７】
　Ｖａｎｇａｌａらによる米国特許第７，７１４，６８０号に開示され、金属化パターン
の頂面からなるタイプの直接結合および交差結合は、スロットのみを含み頂面の金属化パ
ターンがない、Ｈｅｉｎｅらによる米国特許第５，９２６，０７９号に開示されたタイプ
の導波管フィルタには適用できない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって本発明は、導波管フィルタの長さが増加することなく、またはフィルタの頂
面上に金属化パターンを使用することなく、導波管フィルタの減衰特性の増加が可能な、
直接結合および恣意的に交差結合した共振器を備える誘電体導波管フィルタに関する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、導電性材料の外層で覆われた複数の外面を含む誘電材料のブロックと、誘電
材料のブロックの中に延在する１つまたは複数のスロットおよび複数の積層共振器を分離
する導電性材料の内層により、誘電材料のブロック内に画定された複数の積層共振器と、
誘電材料のブロック上に画定された少なくとも第１のＲＦ信号入力／出力電極と、導電性
材料の内層内に画定され、複数の積層共振器間にＲＦ信号を伝送するための直通経路を画
定する、第１のＲＦ信号伝送ウィンドウとを備える、誘電体導波管フィルタに関する。
【００１０】
　一実施形態では、第１および第２のスロットは、誘電材料のブロックの１つまたは複数
の外面の中に延在し、誘電材料のブロックを少なくとも第１および第２の積層共振器なら
びに第３および第４の積層共振器に分離し、第１のＲＦ信号伝送ウィンドウは、第１の積
層共振器と第２の積層共振器との間の導電性材料の前記内層内に画定され、第２のＲＦ信
号伝送ウィンドウは、導電性材料の内層内に画定され、第３の積層共振器と第４の積層共
振器との間にＲＦ信号を前記伝送するための間接経路を画定する。
【００１１】
　一実施形態では、第２のＲＦ信号入力／出力電極は、第１のＲＦ信号入力／出力電極が
誘電体導波管フィルタを通るＲＦ信号を伝送するための概ね長円形状の直接経路を画定す
る関係に対して、誘電材料のブロック内に画定される。
【００１２】
　一実施形態では、誘電材料のブロックは長手軸を画定し、第１および第２のＲＦ信号入
力／出力電極は、誘電材料のブロックを通って延在するそれぞれの第１および第２の貫通
孔によって画定され、第１および第２のスロットならびに第１および第２の貫通孔は、長
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手軸の方向に対して横方向に延在し、第１および第２の貫通孔は、導電性材料の内層の対
向する側面上に正反対の方向に同一線上の関係で配置される。
【００１３】
　一実施形態では、誘電材料のブロックは、誘電材料の第１および第２の分離したブロッ
クからなり、それぞれは、導電性材料の外層で覆われた複数の外面を含み、誘電材料の第
１および第２の分離したブロックが互いに積層される際に導電性材料の内層を画定し、第
１のスロットは、誘電材料の第１のブロック内に画定され、誘電材料の第１のブロックを
第１および第３の共振器に分離し、第２のスロットは、誘電材料の第２のブロック内に画
定され、誘電材料の第２のブロックを第２および第４の共振器に分離し、それぞれの第１
および第２のＲＦ信号伝送ウィンドウは、誘電材料のそれぞれの第１および第２のブロッ
クの外面を覆う、導電性材料の層内のそれぞれのウィンドウによって画定される。
【００１４】
　また本発明は、導電性材料の層で覆われた複数の外面、ならびに１つまたは複数の外面
の中に延在し、誘電材料の第１のブロックを少なくとも第１および第２の共振器に分離す
る少なくとも第１のスロットを含む、誘電材料の第１のブロックと、誘電材料の第１のブ
ロックの一端に画定された第１のＲＦ信号入力／出力電極と、導電性材料の層で覆われた
複数の外面、ならびに１つまたは複数の外面の中に延在し、誘電材料の第２のブロックを
少なくとも第３および第４の共振器に分離する、少なくとも第２のスロットを含む、誘電
材料の第２のブロックであって、誘電材料の第２のブロックは、誘電材料の第１のブロッ
ク上に積層される関係であり、第１および第４の共振器は互いに積層され、第２および第
３の共振器は互いに積層され、第１の直接の概ね長円形状のＲＦ信号伝送経路は、導波管
フィルタを通って画定される、誘電材料の第２のブロックとを備える、誘電体導波管フィ
ルタに関する。
【００１５】
　一実施形態では、第１の直接ＲＦ信号伝送経路は、第２の積層共振器と第３の積層共振
器との間に配置された第１のＲＦ信号伝送ウィンドウにより部分的に画定される。
【００１６】
　一実施形態では、第１の直接ＲＦ信号伝送ウィンドウは、誘電材料のそれぞれの第１お
よび第２のブロックの外面を覆う、導電性材料の層内のそれぞれの第１および第２のウィ
ンドウによって画定される。
【００１７】
　一実施形態では、第２のＲＦ信号伝送ウィンドウは、第１の共振器と第４の共振器との
間にＲＦ信号を伝送するための間接経路を提供するために、第１の積層共振器と第４の積
層共振器との間に配置される。
【００１８】
　一実施形態では、第２のＲＦ信号伝送ウィンドウは、誘電材料のそれぞれの第１および
第２のブロックの外面を覆う、導電性材料の層内のそれぞれの第３および第４のウィンド
ウによって画定される。
【００１９】
　一実施形態では、第２のＲＦ信号入力／出力電極は、誘電材料の第２のブロックの一端
に画定され、誘電材料の第１のブロックの一端に画定された第１のＲＦ信号入力／出力電
極に正反対の方向の関係で位置付けられ、第１および第２のＲＦ信号入力／出力電極は、
誘電材料のそれぞれの第１および第２のブロックを通って延在するそれぞれの第１および
第２の貫通孔によって画定される。
【００２０】
　一実施形態では、それぞれの第１および第２の段部は、誘電材料の第１および第２のブ
ロックのそれぞれの一端に画定され、それぞれの第１および第２の貫通孔は、それぞれの
第１および第２の段部を通って延在する。
【００２１】
　本発明は、さらに第１の長手軸を画定し、導電性材料の層で覆われた複数の外面、誘電
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材料の第１のブロック内に画定され、第１の長手軸の方向と反対の方向に延在し、誘電材
料の第１のブロックを第１の長手軸に沿って延在する第１の複数の共振器に分離する第１
の複数のスロット、ならびに誘電材料の第１のブロックの一端に画定された第１の段部を
含む、誘電材料の第１のブロックと、誘電材料の第１のブロックの段部内に画定された第
１のＲＦ信号入力／出力貫通孔と、導電性材料の第１のブロックに対して着座された誘電
材料の第２のブロックであって、誘電材料の第２のブロックは、第２の長手軸を画定し、
導電性材料の層で覆われた複数の外面、誘電材料の第２のブロック内に画定され、第２の
長手軸の方向と反対の方向に延在し、誘電材料の第２のブロックを第２の長手軸に沿って
延在する第２の複数の共振器に分離する、第２の複数のスロット、ならびに誘電材料の第
２のブロックの一端に画定された第２の段部を含む、誘電材料の第２のブロックと、誘電
材料の第２のブロックの段部内に画定された第２のＲＦ信号入力／出力貫通孔と、第１お
よび第２のＲＦ信号入力／出力貫通孔と誘電材料の第１および第２のブロック内の複数の
共振器の組合せによって画定された、第１の直接ＲＦ信号伝送経路とを備える、誘電体導
波管フィルタに関する。
【００２２】
　一実施形態では、第１の直接ＲＦ信号伝送経路は、誘電材料の第１のブロック内の第１
の複数の共振器の第１の共振器と誘電材料の第２のブロック内の第２の複数の共振器の第
１の共振器との間に配置された、第１の直接ＲＦ信号伝送手段により部分的に画定される
。
【００２３】
　一実施形態では、第１の直接ＲＦ信号伝送手段は、誘電材料のそれぞれの第１および第
２のブロックの外面を覆う導電性材料の層内に画定された、それぞれの第１および第２の
ウィンドウによって画定される。
【００２４】
　一実施形態では、第１の直接ＲＦ信号伝送手段は、誘電材料の第１のブロック内の第１
の複数の共振器の第２の共振器から、誘電材料の第２のブロック内の第２の複数の共振器
の第２の共振器に、ＲＦ信号を伝送するための第１の間接結合経路を画定する。
【００２５】
　一実施形態では、第１の間接ＲＦ信号伝送線手段は、誘電材料のそれぞれの第１および
第２のブロックの複数の外面を覆う、導電性材料の層内に画定されたそれぞれの第３およ
び第４のウィンドウによって画定される。
【００２６】
　一実施形態では、第１の直接ＲＦ信号伝送経路は、概ね長円形状である。
【００２７】
　本発明の他の利点および特徴は、本発明の好ましい実施形態の以下の詳述、添付図面、
および添付の特許請求の範囲からより容易に明らかになろう。
【００２８】
　本発明のこれらの特徴および他の特徴は、以下の添付図面の以下の説明によって最も良
く理解されることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明による誘電体導波管フィルタの拡大斜視図である。
【図２】図１に示された誘電体導波管フィルタの拡大部分仮想線斜視図である。
【図３】図１に示された誘電体導波管フィルタの２つのブロックの拡大部分仮想線斜視図
である。
【図４】図１に示された誘電体導波管フィルタの性能を示すグラフである。
【図５】本発明による誘電体導波管フィルタの別の実施形態の拡大部分仮想線斜視図であ
る。
【図６】図５に示された誘電体導波管フィルタの２つのブロックの拡大分解破断部分仮想
線斜視図である。
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【発明を実施するための形態】
【００３０】
　図１、２、および３は、本発明による直接結合および代替交差結合／間接結合の特徴な
らびに特性の両方を組み込む、導波管フィルタ１１００を示す。
【００３１】
　示された実施形態では、導波管フィルタ１１００は、導波管フィルタ１１００を形成す
るように積層された関係で一緒に結合された、誘電材料１１０１および１１０３の１対の
分離した概ね平行六面体形状のモノブロックから作成される。
【００３２】
　底部モノブロック１１０１は、例えばセラミックなどの誘電材料の適切な中実ブロック
またはコアからなり、対向する長手方向の水平外面１１０２ａおよび１１０４ａ、水平外
面１１０２ａおよび１１０４ａに垂直な関係で配置され、水平外面１１０２ａと１１０４
ａとの間に延在する、対向する長手方向側面の垂直外面１１０６ａおよび１１０８ａ、な
らびに長手方向の水平外面１１０２ａおよび１１０４ａならびに長手方向の垂直外面１１
０２ａおよび１１０２ｂに概ね垂直な関係で配置され、長手方向の水平外面１１０２ａと
１１０４ａおよび長手方向の垂直外面１１０２ａと１１０２ｂとの間に延在する、対向す
る横方向端側面の垂直外端面１１１０ａおよび１１１２ａを含む。
【００３３】
　したがって示された実施形態では、それぞれの面１１０２ａ、１１０４ａ、１１０６ａ
、および１１０８ａは、モノブロック１１０１の長手軸Ｌ１（図３）と同じ方向に延在し
、それぞれの端面１１１０ａおよび１１１２ａは、モノブロック１１０１の長手軸Ｌ１の
方向に横または垂直方向に延在する。
【００３４】
　また頂部モノブロック１１０３も、例えばセラミックなどの誘電材料の適切な中実ブロ
ックまたはコアからなり、対向する長手方向の水平外面１１０２ｂおよび１１０４ｂ、水
平外面１１０２ｂおよび１１０４ｂに垂直な関係で配置され、水平外面１１０２ｂと１１
０４ｂとの間に延在する、対向する長手方向側面の垂直外面１１０６ｂおよび１１０８ｂ
、ならびに水平外面１１０２ｂおよび１１０４ｂならびに長手方向側面の垂直外面１１０
６ｂおよび１１０８ｂに垂直な関係で配置され、水平外面１１０２ｂと１１０４ｂおよび
長手方向側面の垂直外面１１０６ｂと１１０８ｂとの間に延在する、対向する横方向端側
面の垂直外面１１１０ｂおよび１１１２ｂを含む。
【００３５】
　したがって示された実施形態では、それぞれの面１１０２ｂ、１１０４ｂ、１１０６ｂ
、および１１０８ｂは、モノブロック１１０３の長手軸Ｌ２（図３）と同じ方向に延在し
、それぞれの面１１１０ｂおよび１１１２ｂは、モノブロック１１０３の長手軸Ｌ２の方
向に横または垂直方向に延在する。
【００３６】
　モノブロック１１０１および１１０３は、それぞれの第１および第２の複数の共振部（
空洞またはセルまたは共振器とも呼ばれる）１１１４、１１１６、および１１１８、なら
びに１１２０、１１２１、および１１２２を含み、これらはそれぞれのモノブロック１１
０１および１１０３の長手軸Ｌ１およびＬ２の長さに沿って長手方向に離間され、それぞ
れのモノブロック１１０１および１１０３の長手軸Ｌ１およびＬ２と同一線上にかつ同じ
方向に延在し、垂直外面１１０６ａの中に切り込まれた、またより具体的にはモノブロッ
ク１１０１の面１１０２ａ、１１０４ａ、および１１０６ａの中に切り込まれた、モノブ
ロック１１０１内の複数の（またより具体的には図１、２、および３の実施形態では１対
の）離間された概して平行な垂直切込みまたはスロット１１２４ａ、ならびに垂直外面１
１０６ｂの中に切り込まれた、またより具体的にはモノブロック１１０３の面１１０２ｂ
、１１０４ｂ、および１１０６ｂの中に切り込まれた、モノブロック１１０３内の１対の
離間された概して平行な垂直切込みまたはスロット１１２４ｂによって互いに離間される
。
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【００３７】
　したがって示された実施形態では、それぞれの垂直切込みまたはスロット１１２４ａお
よび１１２４ｂは、それぞれのモノブロック１１０１およびｂ１１０３の長手軸Ｌ１およ
びＬ２の方向に概して横または垂直方向に延在する。
【００３８】
　図３に示されたように、底部モノブロック１１０１内の一方の切込み１１２４ａは、共
振器１１１４と共振器１１１６との間にＲＦ信号を通過および伝送するために、モノブロ
ック１１０１上に第１の橋またはスルーウェイまたは通路１１２８を画定する一方で、モ
ノブロック１１０１内の他方の切込み１１２４ａは、共振器１１１６と共振器１１１８と
の間にＲＦ信号を通過および伝送するために、モノブロック１１０１上に第２の橋または
スルーウェイまたは通路１１３０を画定する。
【００３９】
　同様に、また図３にも示されたように、モノブロック１１０３内の一方の切込み１１２
４ｂは、共振器１１２２と共振器１１２１との間にＲＦ信号を通過および伝送するために
、モノブロック１１０３上に第１の橋またはスルーウェイまたは通路１１３４を画定する
一方で、モノブロック１１０３内の他方の切込み１１２４ｂは、共振器１１２１と共振器
１１２０との間にＲＦ信号を通過および伝送するために、モノブロック１１０３上に第２
の橋またはスルーウェイまたは通路を画定する。
【００４０】
　モノブロック１１０１、またより具体的にはモノブロック１１０１の端部共振器１１１
４は、示された実施形態では、長手面１１０２ａの概ねＬ字形状の窪んだ、もしくは溝の
付いた、もしくは肩が付いた、もしくは刻み目のある領域または部分、対向する側面１１
０６ａおよび１１０８ａ、ならびにそこから誘電セラミック材料が取り除かれたまたは誘
電セラミック材料がないモノブロック１１０１の側端面１１１２ａを備える、端段部１１
３６ａをさらに備え画定する。
【００４１】
　同様にモノブロック１１０３、またより具体的にはモノブロック１１０３の端部共振器
１１２２は、示された実施形態では、長手面１１０４ｂの概ねＬ字形状の窪んだ、もしく
は溝の付いた、もしくは肩が付いた、もしくは刻み目のある領域または部分、対向する側
面１１０６ｂおよび１１０８ｂ、ならびにそこから誘電材料が取り除かれたまたは誘電材
料がないモノブロック１１０３の側端面１１１２ｂを備える、端段部１１３６ｂをさらに
備え画定する。
【００４２】
　言い換えれば、示された実施形態では、それぞれの段部１１３６ａおよび１１３６ｂは
、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３の残余部の高さまたは厚さより小さい
高さまたは厚さを有する、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３の端部または
領域内に、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３の端部または領域によって画
定される。
【００４３】
　さらに示された実施形態では、それぞれの端段部１１３６ａおよび１１３６ｂは、それ
ぞれのモノブロック１１０１および１１０３の上に画定されたそれぞれの端部共振器１１
１４および１１２２の概ねＬ字形状の窪んだ、もしくは刻み目のある部分を備え、これは
、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３の面１１０２ａおよび１１０４ｂに配
置された、またはそれぞれのモノブロック１１０１および１１０３の面１１０２ａおよび
１１０４ｂの内方に方向付けられ、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３の面
１１０２ａおよび１１０４ｂから離間され、それぞれのモノブロック１１０１および１１
０３の面１１０２ａおよび１１０４ｂに平行な、それぞれの第１の概ね水平な面１１４０
ａおよび１１４０ｂ、ならびにそれぞれのモノブロック１１０１および１１０３のそれぞ
れの側端面１１１０ａおよび１１１２ａならびに１１１０ｂおよび１１１２ｂに配置され
た、またはそれぞれのモノブロック１１０１および１１０３のそれぞれの側端面１１１０
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ａおよび１１１２ａならびに１１１０ｂおよび１１１２ｂの内方に方向付けられ、それぞ
れのモノブロック１１０１および１１０３のそれぞれの側端面１１１０ａおよび１１１２
ａならびに１１１０ｂおよび１１１２ｂから離間され、それぞれのモノブロック１１０１
および１１０３のそれぞれの側端面１１１０ａおよび１１１２ａならびに１１１０ｂおよ
び１１１２ｂに平行な、それぞれの第２の概ね垂直な面または壁１１４２ａおよび１１４
２ｂを含む。
【００４４】
　さらに、また本明細書に示されていない、または詳細に説明されていないが、端段部１
１３６ａおよび１１３６ｂも、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３の残余部
の高さまたは厚さより大きい高さまたは厚さを有する、それぞれのモノブロック１１０１
および１１０３の外方に延在する端部または領域によって画定されることが可能であるこ
とが理解される。
【００４５】
　加えてモノブロック１１０１および１１０３は、それぞれが電気ＲＦ信号入力／出力電
極を備え、これらは示された実施形態では、それぞれの円筒形状の貫通孔１１４６ａおよ
び１１４６ｂ（図２および３）の形であり、これらはそれぞれのモノブロック１１０１お
よび１１０３の本体を通って延在し、またより具体的には、そのそれぞれの段部１１３６
ａおよび１１３６ｂを通って、さらにより具体的には、それぞれの段部１１３６ａおよび
１１３６ｂの面１１４０ａと１１４０ｂとの間、ならびにそれぞれのモノブロック１１０
１および１１０３の面１１０４ａと１１０２ｂとの間にあり、かつそれぞれの段部１１３
６ａおよび１１３６ｂのそれぞれの面１１４０ａおよび１１４０ｂ、ならびにそれぞれの
モノブロック１１０１および１１０３のそれぞれの面１１０４ａおよび１１０２ｂに概ね
垂直な関係で、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３の中に画定されたそれぞ
れの端部共振器１１１４および１１２２の本体を通って延在する。
【００４６】
　さらにより具体的には、それぞれの入力／出力貫通孔１１４６ａおよび１１４６ｂは、
それぞれのモノブロック１１０１および１１０３のそれぞれの横側端面１１１２ａおよび
１１１２ｂから離間され、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３のそれぞれの
横側端面１１１２ａおよび１１１２ｂに概ね平行であり、それぞれの段面１１４０ａおよ
び１１４０ｂ内に配置され、それぞれの段面１１４０ａおよび１１４０ｂで終了するそれ
ぞれの概ね円形の開口１１４７ａおよび１１４７ｂ、ならびにそれぞれのブロック面１１
０４ａおよび１１０２ｂ（図３）で終了するそれぞれの対向する開口１１４８ａおよび１
１４８ｂを画定する。
【００４７】
　またそれぞれのＲＦ信号入力／出力貫通孔１１４６ａおよび１１４６ｂも、それぞれの
段壁または面１１４２ａおよび１１４２ｂから概ね離間され、それぞれの段壁または面１
１４２ａおよび１１４２ｂに平行な関係で、またそれぞれのモノブロック１１０１および
１１０３の長手軸に概ね垂直または横方向である関係で、それぞれのモノブロック１１０
１および１１０３の内側に配置され、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３の
内側に位置付けられ、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３の内側を通って延
在する。
【００４８】
　モノブロック１１０１の外面１１０２ａ、１１０４ａ、１１０６ａ、１１０８ａ、１１
１０ａ、および１１１２ａのすべて、切込み１１２４ａを画定するモノブロック１１０１
の外面、ならびにＲＦ信号入力／出力貫通孔１１４６ａを画定するモノブロック１１０１
の内側円筒面は、例えば銀などの適切な導電性材料で覆われる。但し、面１１４０ａ上に
あり、貫通孔１１４６ａにより面１１４０ａ内に画定された開口１１４７ａを包囲するリ
ング形状領域１１７０ａ（図２および３）を含む、以下により詳細に説明される領域を除
く。
【００４９】
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　同様に、モノブロック１１０３の外面１１０２ｂ、１１０４ｂ、１１０６ｂ、１１１０
ｂ、および１１１２ｂのすべて、切込み１１２４ｂを画定するモノブロック１１０３の外
面、ならびにＲＦ信号入力／出力貫通孔１１４６ｂを画定するモノブロック１１０３の内
側円筒面も、例えば銀などの適切な導電性材料で覆われる。但し、面１１４０ｂ上にあり
、貫通孔１１４６ｂにより面１１４０ｂ内に画定された開口１１４７ｂを包囲するリング
形状領域１１７０ｂ（図１、２および３）を含む、以下により詳細に説明される領域を除
く。
【００５０】
　一層さらにモノブロック１１０１および１１０３は、それぞれの貫通孔１１４６ａおよ
び１１４６ｂによりそれぞれの面１１４０ａおよび１１４０ｂ内に画定された、それぞれ
の開口１１４７ａおよび１１４７ｂから外方に突出するそれぞれのＲＦ信号入力／出力コ
ネクタ１４００を備える。
【００５１】
　図１および２に示されたように、分離したモノブロック１１０１および１１０３は、上
に置き当接し積層された関係で互いに結合され積層されて、分離したモノブロック１１０
１および１１０３が、より具体的には、それらの各共振器が、以下により詳細に説明され
るように互いに対して上に置き当接し積層された関係で配置される手法で、導波管フィル
タ１１００を画定し形成する。
【００５２】
　具体的には、モノブロック１１０１および１１０３は互いに対して結合された関係であ
り、図１、２、および３に示されたように、頂部モノブロック１１０３の長手方向の水平
外面１１０２ｂは、底部モノブロック１１０１の長手方向の水平外面１１０４ａ上に着座
され当接される。
【００５３】
　さらにより具体的には、モノブロック１１０１および１１０３は互いに対して積層され
た関係であり、モノブロック１１０１の水平面１１０４ａは、モノブロック１１０３の水
平面１１０２ｂに当接され、導波管フィルタ１１００の内側の長さおよび幅に延在する導
電性材料の中心内層１１５０（図１および２）は、モノブロック１１０１の面１１０４ａ
とモノブロック１１０３の面１１０２ｂに挟まれ、それぞれのモノブロック１１０１およ
び１１０３の外面１１０４ａおよび１１０２ｂの長さおよび幅を覆う導電性材料の層によ
って画定され、モノブロック１１０１の長手方向側面の垂直外面１１０６ａは、モノブロ
ック１１０３の長手方向側面の垂直外面１１０６ｂと同一線上に位置合わせされ、モノブ
ロック１１０１のスロット１１２４ａは、モノブロック１１０３上のスロット１１２４ｂ
と同一線上に位置合わせされ、モノブロック１１０１の対向する長手方向側面の垂直外面
１１０８ａは、モノブロック１１０３の長手方向側面の垂直外面１１０８ｂと同一平面に
位置合わせされ、モノブロック１１０１の横方向側面の垂直外面１１１０ａは、モノブロ
ック１１０３の横方向端側面の垂直外面１１１０ｂと同一平面に位置合わせされ、モノブ
ロック１１０１の対向する横方向端側面の垂直外面１１１２ａは、モノブロック１１０３
の対向する横方向端側面の垂直外面１１１２ｂと同一平面に位置合わせされる。
【００５４】
　したがって図１および２に示されたような関係では、それぞれのモノブロック１１０１
および１１０３上のそれぞれの端段部１１３６ａおよび１１３６ｂは、対向し当接し積層
された関係で配置され、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３上のそれぞれの
共振器１１１４および１１２２は、対向し当接し積層された関係で配置され、それぞれの
モノブロック１１０１および１１０３上のそれぞれの共振器１１１６および１１２１は、
対向し当接し積層された関係で配置され、それぞれのモノブロック１１０１および１１０
３上のそれぞれの共振器１１１８および１１２０は、対向し当接し積層された関係で配置
される。
【００５５】
　したがって、また図２に示されたように、導波管フィルタ１１００は、長手軸Ｌ３を画
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定する誘電材料の概ね平行六面体形状のブロックであり、それぞれのモノブロック１１０
１および１１０３のそれぞれの外面１１０２ａおよび１１０２ｂに対応し、長手軸Ｌ３と
同じ方向に、長手軸Ｌ３の上下に、また長手軸Ｌ３に概ね平行に延在する、対向し離間さ
れた平行な底部および頂部の長手方向の水平外面１１０２および１１０４と、それぞれの
モノブロック１１０１および１１０３のそれぞれの面１１０４ａおよび１１０２ｂ上の導
電性材料の層に対応し、長手軸Ｌ３と概ね水平な同一平面の関係で、さらに底部および頂
部の長手方向の水平外面１１０２および１１０４から離間され、底部および頂部の長手方
向の水平外面１１０２および１１０４に概ね平行である関係で、導波管フィルタ１１００
の内側の全長および幅を通って延在する、導電性材料の中心内層１１５０と、それぞれの
モノブロック１１０１および１１０３のそれぞれが垂直な同一平面に位置合わせされた面
１１０６ａおよび１１０６ｂならびに１１０８ａおよび１１０８ｂに対応し、長手軸Ｌ３
と同じ方向に、長手軸Ｌ３と反対側に、また長手軸Ｌ３に概ね平行に延在する、対向し離
間された平行な側面の垂直外面１１０６および１１０８と、それぞれのモノブロック１１
０１および１１０３の垂直に同一平面に位置合わせされた面１１１０ａおよび１１１０ｂ
ならびに１１１２ａおよび１１１２ｂに対応し、長手軸Ｌ３に横または垂直な方向に延在
し、長手軸Ｌ３と交差する、対向し離間された平行な端側垂直外面１１１０および１１１
２と、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３内の垂直な同一線上に位置合わせ
された切込みまたはスロット１１２４ａおよび１１２４ｂに対応し、長手方向の垂直外面
１１０６から導波管フィルタ１１００の中に、また導波管フィルタ１１００の本体の中に
入る関係で、長手軸Ｌ３に横または垂直な方向に延在し、底部および頂部の長手方向の水
平面１１０２および１１０４内のそれぞれの孔または切取り部内で終了する、導波管フィ
ルタ１１００内の１対の離間された平行な切込みまたはスロット１１２４と、共振器１１
１４および１１２２と一体化され、示された実施形態では、導波管フィルタ１１００の残
余部の厚さまたは高さより小さい厚さまたは高さを有する、端部または領域１１３６とを
含む。
【００５６】
　示された実施形態では、端部または領域１１３６は、長手軸Ｌ３の下に配置され、長手
軸Ｌ３から離間され、導波管フィルタ１１００の底部外面１１０２の内方に延在し、導波
管フィルタ１１００の底部外面１１０２から離間され、導波管フィルタ１１００の底部外
面１１０２に平行な外面１１４０ａを含む、モノブロック１１０１内に画定された段部１
１３６ａに対応する第１の概ねＬ字形状の段部または肩部１１３６ａと、長手軸Ｌ３の上
に配置され、長手軸Ｌ３から離間され、導波管フィルタ１１００の頂部外面１１０４の内
方に延在し、導波管フィルタ１１００の底部外面１１０４から離間され、導波管フィルタ
１１００の底部外面１１０４に平行な外面１１４０ｂを含む、モノブロック１１０３内の
段部１１３６ｂに対応する、正反対の方向の第２の概ねＬ字形状の段部または肩部１１３
６ｂとを画定する。
【００５７】
　モノブロック１１０１内に画定された貫通孔１１４６ａに対応する概ね円筒形状の貫通
孔１１４６ａは、長手軸Ｌ３に横に垂直な方向に長手軸Ｌ３の下にある関係で、段面１１
４０ａ内に画定された概ね円筒形状の開口１１４７ａと導電性材料の中心層１１５０との
間を、端部１１３６を通って延在する。
【００５８】
　モノブロック１１０３内の貫通孔１１４６ｂに対応する概ね円筒形状の貫通孔１１４６
ｂは、貫通孔１１４６ｂと同一線にあり貫通孔１１４６ｂと正反対の方向の関係で、長手
軸Ｌ３に横に垂直な方向に長手軸Ｌ３の上にある関係で、段面１１４０ｂ内に画定された
概ね円筒形状の開口１１４７ｂと導電性材料の中心層１１５０との間を、端部１１３６を
通って延在する。
【００５９】
　したがって示された実施形態では、貫通孔１１４６ａおよび１１４６ｂは、導電性材料
の中心層１１５０および導波管フィルタ１１００の長手軸Ｌ３の対向する側面上に正反対
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の方向に同一線上の関係で、導電性材料の中心層１１５０および導波管フィルタ１１００
の長手軸Ｌ３に概ね垂直な関係で配置される。
【００６０】
　したがって図２の実施形態では、導波管フィルタ１１００のそれぞれの外面１１０２、
１１０４、１１０６、１１０８、１１１０、１１１２、それぞれの切込み／スロット１１
２４を画定する導波管フィルタ１１００の内面、ならびにそれぞれの貫通孔１１４６ａお
よび１１４６ｂを画定する導波管フィルタ１１００の内面は、導電性材料の層で覆われる
または被覆される。但し、端部１１３６のそれぞれの段面１１４０ａおよび１１４０ｂ内
のそれぞれの貫通孔１１４６ａおよび１１４６ｂによって画定された、それぞれの開口１
１４７ａおよび１１４７ｂを包囲する、それぞれの円形またはリング形状の領域１１７０
ａおよび１１７０ｂ１１５１を除く。
【００６１】
　導波管フィルタ１１００は、第１の内側または内部ＲＦ信号伝送ウィンドウまたは手段
または結合部１６２２（図２および３）をさらに備え、これは示された実施形態では、長
手軸Ｌ３に横方向に延在し、長手軸Ｌ３と交差する長方形の形状であり、これは導波管フ
ィルタ１１００のそれぞれの共振器１１１８と１１２０との間、より具体的には、導波管
フィルタ１１００を画定するために一緒に結合された、それぞれのモノブロック１１０１
および１１０３のそれぞれの共振器１１１８と１１２０との間に、ＲＦ信号を伝送するた
めの直接誘導経路またはウィンドウまたは結合部を提供する。
【００６２】
　示された実施形態では、ウィンドウ１６２２は、導電性材料の中心層１１５０内に画定
され、共振器１１１８と１１２０との間に配置された中心層１１５０の領域内に形成され
た、概ね長方形形状の孔または隙間または開口またはウィンドウを備える。より具体的に
は、ウィンドウ１６２２は、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３のそれぞれ
の外面１１０４ａおよび１１０２ｂを覆い、それぞれの共振器１１１８および１１２０の
領域においてその上に配置された、導電性材料の層内に形成された、それぞれの概ね長方
形形状の孔または隙間または開口またはウィンドウ１６２２ａおよび１６２２ｂによって
画定される。ウィンドウ１６２２ａおよび１６２２ｂは、モノブロック１１０１および１
１０３が一緒に結合されて導電性材料の中心層１１５０およびその中にウィンドウ１６２
２を画定する際に、互いに位置合わせされる。
【００６３】
　言い換えると、ウィンドウ１６２２は、モノブロック１１０１および１１０３が一緒に
結合される際に互いに位置合わせされると、内側ＲＦ信号伝送ウィンドウ１６２２を画定
する、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３のそれぞれの外面１１０４ａおよ
び１１０２ｂ上の誘電材料のそれぞれの概ね長方形形状の領域１６２２ａおよび１６２２
ｂによって画定される。
【００６４】
　この実施形態によれば、共振器１１１８と１１２０との間の導波管フィルタ１１００の
内側に配置されたウィンドウ１６２２により、導波管フィルタ１１００の共振器１１１８
から共振器１１２０の中にＲＦ信号の内部または内側直接誘導通過または伝送が可能にな
る。
【００６５】
　加えて導波管フィルタ１１００は、共振器１１１６と１１２１との間の導波管フィルタ
１１００の内側に配置された、第１の間接または交差結合内側または内部容量性ＲＦ信号
伝送ウィンドウまたは手段または結合部１７２２を備え、これは示された実施形態では、
長手軸Ｌ３およびウィンドウ１６２２と同じ方向に、長手軸Ｌ３およびウィンドウ１６２
２と同一線上に延在する長方形の形状であり、導波管フィルタ１１００のそれぞれの共振
器１１１６と１１２１との間に、またより具体的には、一緒に結合されたそれぞれのモノ
ブロック１１０１および１１０３の共振器１１１６と１１２１との間にＲＦ伝送信号を伝
送して導波管フィルタ１１００を画定する。
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【００６６】
　示された実施形態では、ウィンドウ１７２２は、導電性材料の中心層１１５０内に画定
され、共振器１１１６と１１２１との間に配置された中心層１１５０の領域内に形成され
た、概ね長方形形状の孔または隙間または開口またはウィンドウを備える。したがって、
ウィンドウ１７２２は、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３のそれぞれの外
面１１０４ａおよび１１０２ｂを覆い、それぞれの共振器１１１６および１１２１の領域
内に配置された、導電性材料の層内に形成された、それぞれの概ね長方形形状の孔または
隙間または開口またはウィンドウ１７２２ａおよび１７２２ｂによって画定される。ウィ
ンドウ１７２２ａおよび１７２２ｂは、導電性材料の中心層１１５０およびその中のウィ
ンドウ１７２２を画定するために、モノブロック１１０１および１１０３が一緒に結合さ
れる際に、互いに位置合わせされる。
【００６７】
　言い換えると、ウィンドウ１７２２は、モノブロック１１０１および１１０３が一緒に
結合される際に互いに位置合わせされると、内側ＲＦ信号伝送ウィンドウ１７２２を画定
する、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３のそれぞれの外面１１０４ａおよ
び１１０２ｂ上に導電性材料のそれぞれの概ね長方形形状の領域１７２２ａおよび１７２
２ｂによって画定される。
【００６８】
　本発明によれば、導波管フィルタ１１００は、以下に説明されるように、図２に矢印ｄ
で概ね示された、ＲＦ信号のための第１の磁気または誘導の概ね長円形状の直接結合ＲＦ
信号伝送経路を画定する。
【００６９】
　まずＲＦ信号は、モノブロック１１０１内の貫通孔１１４６ａがＲＦ信号入力貫通孔を
画定する実施形態では、コネクタ１４００および貫通孔１１４６ａの中に伝送される。そ
の後ＲＦ信号は、端部１１３６、より具体的には、モノブロック１１０１上の端段部１１
３６ａの中に、次いでモノブロック１１０１内の共振器１１１４の中に、次いでＲＦ信号
伝送橋または経路１１２８を介してモノブロック１１０１内の共振器１１１６の中に、次
いでＲＦ信号伝送橋または経路１１３０を介してモノブロック１１０１内の共振器１１１
８の中に伝送される。
【００７０】
　その後、ＲＦ信号は、モノブロック１１０１からモノブロック１１０３の中に、またよ
り具体的には、モノブロック１１０１内の共振器１１１８から共振器１１１８と１１２０
との間の導波管フィルタ１１００の内側に配置された内側容量性ＲＦ信号伝送ウィンドウ
１６２２を介して、モノブロック１１０３内の共振器１１２０の中に伝送される。
【００７１】
　その後、ＲＦ信号は、ＲＦ信号伝送橋または経路１１３２を介してモノブロック１１０
３内の共振器１１２１の中に、次いでＲＦ信号伝送橋または経路１１３４を介してモノブ
ロック１１０３内の共振器１１２２の中に、次いでモノブロック１１０３内の端部１１３
６の中に、またより具体的にはモノブロック１１０３の段部１１３６ｂの中に伝送され、
次いでモノブロック１１０３内の貫通孔１１４６ｂがＲＦ信号出力貫通孔を画定する実施
形態では、貫通孔１１４６ｂ、およびモノブロック１１０３の端部１１３６内のコネクタ
１４００を通って出る。
【００７２】
　本発明のこの実施形態によれば、導波管フィルタ１１００も、図２に矢印ｃで概ね示さ
れたＲＦ信号のための代替または間接または交差結合ＲＦ信号伝送経路を画定し提供する
。
【００７３】
　具体的には、交差結合または間接容量性ＲＦ信号伝送経路ｃは、共振器１１１６と１１
２１との間に配置された内側ＲＦ信号伝送手段またはウィンドウ１７２２によって画定さ
れ生成され、これにより直接ＲＦ信号のわずかな部分の伝送を、モノブロック１１０１の
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共振器１１１６を通ってモノブロック１１０３の共振器１１２１の中に直接伝送できる。
【００７４】
　本発明によれば、またＲＦ信号伝送ウィンドウ１６２２の領域または大きさが、ＲＦ信
号伝送ウィンドウ１７２２の領域または大きさより大きい図３に示されたように、それぞ
れのモノブロック１１０１および１１０３のそれぞれの共振器１１１８と１１２０との間
にあり、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３のそれぞれの共振器１１１８お
よび１１２０を相互連結させる内部ＲＦ信号伝送ウィンドウ１６２２は、導波管フィルタ
１１００のそれぞれのモノブロック１１０１および１１０３のそれぞれの共振器１１１６
と１１２１との間にあり、それぞれのモノブロック１１０１および１１０３のそれぞれの
共振器１１１６および１１２１を相互連結させる内部ＲＦ信号伝送ウィンドウ１７２２に
よって生成され画定された間接容量性交差結合より強い誘導直接ＲＦ信号結合を生成する
ように設計され／大きさにされる。
【００７５】
　図４は、高性能誘電体導波管フィルタ１１００の計算された周波数応答を示すグラフで
あり、これは示された実施形態では、以下の性能特性からなり、以下の性能特性を含む。
すなわち、モノブロック１１０３および１１０３は、それぞれ誘電率が約３７以上の高品
質のＣ１４セラミック材料からなり、モノブロック１１０１および１１０３は、それぞれ
およそ長さ２インチ、幅０．５インチ、高さ１．１インチであり、帯域幅は中心周波数の
５パーセント（％）以下であり、許容入力は２００ワット（Ｗ）以下であり、共振器は約
１０００～２０００の範囲のＱを有し、挿入損失は約マイナス２ｄＢ（－２ｄＢ）であり
、阻止帯域減衰量は約マイナス７０ｄＢ（－７０ｄＢ）であり、帯域幅は約４０～１００
メガヘルツ（ＭＨｚ）の範囲であり、中心周波数は約２ギガヘルツ（ＧＨｚ）である。
【００７６】
　図５は、本発明による誘電体導波管フィルタ２１００の別の実施形態であり、これは以
下に論じられる１点以外はすべて誘電体導波管フィルタ１１００の構造、要素、および機
能と同一であり、したがって図１～３において導波管フィルタ１１００の様々な要素を示
すために使用された番号は、図５に示された導波管フィルタ２１００における同じ要素を
同定し示すために使用されており、したがって導波管フィルタ１１００の各要素の構造お
よび機能の前の説明は、参照により本明細書に組み込まれ、このような説明が本明細書で
完全に説明されたかのように、導波管フィルタ２１００に関して図５に同定された各要素
に関して本明細書に適用し繰り返される。
【００７７】
　共振器１１１６と１１２１との間の導波管フィルタ１１００の内側に配置された長方形
形状の間接または交差結合の内側または内部容量性ＲＦ信号伝送ウィンドウまたは手段ま
たは結合部１７２２が、共振器１１１６と１１２１との間の導波管フィルタ２１００の内
側に配置された、丸みを帯びたまたは円形形状の間接または交差結合の内側または内部容
量性ＲＦ信号伝送ウィンドウまたは手段または結合部２７２２を備える、図５に示された
導波管フィルタ２１００に置換されたという点において、図５に示された導波管フィルタ
２１００は図１～３に示された導波管フィルタ１１００と異なる。
【００７８】
　示された実施形態では、ウィンドウ２７２２は、導電性材料の中心内層１１５０を画定
する導電性材料または金属材料の概ね丸みを帯びたまたは円形形状の領域または部分また
はパッチまたはパッドを備え、これは概ねリング形状の領域２７２３によって囲まれ、概
ねリング形状の領域２７２３は、導電性材料の中心内層１１５０の導電性材料の残余部か
ら導電性材料２７２２のウィンドウまたはパッチを隔離し、共振器１１１６と１１２１と
の間に配置された中心層１１５０の領域内に形成された導電性材料（すなわち誘電材料の
領域）を欠く。
【００７９】
　したがって、また図６に示されたように、ウィンドウ２７２２は、それぞれのモノブロ
ック１１０１および１１０３のそれぞれの外面１１０４ａおよび１１０２ｂ上の導電性材
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び２７２２ｂによって画定され、これはそれぞれの外面１１０４ａおよび１１０２ｂのそ
れぞれのリング形状の領域２７２３ａおよび２７２３ｂによって囲まれ、それぞれのリン
グ形状の領域２７２３ａおよび２７２３ｂは、それぞれの外面１１０４ａおよび１１０２
ｂを覆う導電性材料の層の残余部から導電性材料２７２２ａおよび２７２２ｂのそれぞれ
のウィンドウまたはパッチを隔離する、導電性材料（すなわち誘電材料の各領域）を欠く
。それぞれのウィンドウ２７２２ａおよび２７２２ｂは、それぞれの共振器１１１６およ
び１１２１の領域内のそれぞれのモノブロック１１０１および１１０３のそれぞれの外面
１１０４ａおよび１１０２ｂ上に配置される。
【００８０】
　ウィンドウ２７２２ａおよび２７２２ｂは、モノブロック１１０１および１１０３が一
緒に結合されて導電性材料の中心層１１５０およびその中のウィンドウ２７２２を画定す
る際に、互いに位置合わせされ連結される。
【００８１】
　この実施形態では、交差結合または間接容量性ＲＦ信号伝送経路ｃは、共振器１１１６
と１１２１との間に配置された、内側ＲＦ信号伝送手段またはウィンドウ２７２２によっ
て画定され生成され、これにより直接ＲＦ信号のわずかな部分の伝送を、モノブロック１
１０１の共振器１１１６を通ってモノブロック１１０３の共振器１１２１の中に直接伝送
できる。
【００８２】
　本発明は示された実施形態を具体的に参照して教示されたが、本発明の精神および範囲
から逸脱することなく形および詳細に変更を行うことができることが、当業者には認識さ
れることが理解される。説明された実施形態は、あらゆる点で例示に過ぎず、限定すると
みなされるべきではない。
【００８３】
　例えば、これに限定されないが、導波管フィルタのウィンドウ、段部、貫通孔、および
切込み／スロットを含む、導波管フィルタのいくつかの要素の構成、大きさ、形状、およ
び場所は、導波管フィルタの特定の適用または所望の性能特性に依存して調節されてもよ
いことが理解される。



(17) JP 2015-536624 A 2015.12.21

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(18) JP 2015-536624 A 2015.12.21

【図５】

【図６】



(19) JP 2015-536624 A 2015.12.21

10

20

30

40

【国際調査報告】



(20) JP 2015-536624 A 2015.12.21

10

20

30

40



(21) JP 2015-536624 A 2015.12.21

10

20

30

40



(22) JP 2015-536624 A 2015.12.21

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,H
R,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(72)発明者  バンガラ，レディ
            アメリカ合衆国　８１１１４　ニューメキシコ州，アルバカーキ　９３００　サグアロ　エスティ
            　エヌダブリュ
Ｆターム(参考) 5J006 HC03  JA01  JA13  LA03  NA02  ND01 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

